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背景

部活動で練習中に足の痛みなどを訴える部員が数人で
た事があった。
これを練習の負荷と休養のバランスがとれていないので
はないかと考えた。
これに対して練習の負荷を考慮した練習メニューの作成
を数理最適化を用いて求めた。

目的

選手が慢性的な疲労から生じる怪
我のリスクをさげつつ練習で得られ
る効果を最大限にする。

方法

数理モデルを用いて練習で得られ
る効果の最大について目的関数を
設定し、最も効率のよい練習メ
ニューを作成する

モデルの説明

目的関数：練習の効果の最大化

制約：・決められた時間内に練習を終える
　　　・各練習を少なくとも一度は行う
　　　・練習による負荷が上限を超えない　　　
　　　　ようにする 計算に向けての準備

計算結果

考察と今後の課題

・適切な計算結果は得られていない
・練習の差別化と目的関数の多様化
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